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主要生命保険会社の平成 31年３月期決算の概要 

１.損益の状況                             

○  保険料等収入は、国内の低金利環境が継続する中、外貨建て終身保険な

どの販売が増加したことなどから、前年に比べ増加。 

○  当期純利益(純剰余)は、ドル円の為替ヘッジコストの上昇などに伴いキ

ャピタル損益が減益となったものの、外債の積み増しなどによる利息及び

配当金等収入の増加などにより基礎利益が増加したことなどから、前年に

比べ増加。 

                 （単位：億円） 

29 年３月期 30 年３月期 31 年３月期 前年比 

保険料等収入 312,326 296,636 307,500 10,863

基礎利益 33,282 35,560 37,072 1,512

キャピタル損益 ▲2,491 ▲1,243 ▲4,630 ▲3,386

臨時損益 ▲4,763 ▲6,566 ▲4,101 2,464

特別損益 ▲5,412 ▲5,856 ▲4,661 1,195

当期純利益（純剰余） 13,947 15,053 16,319 1,266

２.健全性の状況                              

○  ソルベンシー・マージン比率は、一部の社において劣後ローンや劣後債

による調達を実施したことなどから、前年度末に比べ 31.2％ポイント上昇。 

（単位：％、億円） 

29 年３月期 30 年３月期 31 年３月期 前年度末比

ソルベンシー・マージン比率 957.4 959.4 990.6 31.2Pt

純資産 217,101 229,244 236,958 7,714

（注）日本生命、第一生命、明治安田生命、住友生命、太陽生命、大同生命、富国生命、大樹生命、

朝日生命、ソニー生命、ジブラルタ生命、アクサ生命、アフラック生命、メットライフ生命、

東京海上日動あんしん生命、第一フロンティア生命、三井住友海上プライマリー生命、プル

デンシャル生命、かんぽ生命の 19 社を集計。 



主要生命保険会社の平成31年３月期決算の状況

Ⅰ．＜単体ベース＞

２．健全性の状況 （単位：億円）

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年度末比 前年度末比 前年度末比 前年度末比

37,072 1,512 307,500 10,863 ▲ 80 ▲ 4,630 ▲ 3,386 16,319 1,266 3,649,487 55,844 236,958 7,714 178,820 3,791 990.6% 31.2Pt

1,209 166
(2,327) (106)

日本生命 6,782 99 47,751 2,867 0 ▲ 537 ▲ 268 2,593 170 680,847 16,120 65,819 186 67,469 65 933.3% 15.4Pt

明治安田生命 5,896 429 27,708 514 ▲ 17 ▲ 1,651 ▲ 314 2,225 ▲ 176 392,608 6,964 40,315 ▲ 728 34,006 ▲ 1,575 983.3% 45.4Pt

1,729 29
(2,604) (▲ 45)

住友生命 3,770 245 24,053 ▲ 1,032 ▲ 56 ▲ 988 ▲ 525 606 ▲ 48 327,304 11,935 17,821 1,183 12,842 2,270 930.1% 56.5Pt

Ⅱ．＜連結ベース＞

２．健全性の状況 （単位：億円）

前年比 前年比 前年度末比 前年度末比 前年度末比

60,692 6,471 2,787 348 788,095 44,170 69,782 558 996.7% 28.7Pt

30,813 569 2,295 ▲ 354 421,207 5,772 39,864 ▲ 1,373 1040.1% 49.9Pt

26,056 ▲ 830 482 ▲ 215 378,114 17,750 16,457 ▲ 110 915.6% 33.9Pt

▲ 356 869.7% 31.4Pt

（注４） 独立行政法人郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支援機構からの受再分を含む。

住友生命

（出典）決算プレスリリース

（注１） 主要生命保険会社19社

日本生命、第一生命、明治安田生命、住友生命、太陽生命、大同生命、富国生命、大樹生命、朝日生命、ソニー生命、ジブラルタ生命、アクサ生命、アフラック生命、メットライフ生命、東京海上日動あんしん生命、
第一フロンティア生命、三井住友海上プライマリー生命、プルデンシャル生命、かんぽ生命

（注２） 内訳は、平成31年３月末時点で総資産20兆円以上の生命保険会社５社を列記。

（注３） 当期純利益（純剰余）のカッコ書きは、株式会社において契約者配当準備金繰入額を控除する前の金額。

明治安田生命

第一生命ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 53,440 4,594 2,250 ▲ 1,388 559,412

739,050 ▲ 29,262 21,351

23,382 37,135

1,320 1189.8% 58.0Pt

日本生命

かんぽ生命
（注４）

39,599 ▲ 2,765 1,204 159

（出典）決算プレスリリース等

１．損益の状況

会社名
（注２）

保険料等
収入

親会社株主（親会
社）に帰属する当期
純利益（純剰余）

総資産 純資産
連結ソルベ
ンシー・マー
ジン比率

▲ 29 30,709 ▲ 32 970.8% 89.0Pt

1

▲ 1 ▲ 202 ▲ 392 359,471 ▲ 3,920 28,852

0

▲ 41

第一生命 4,791 501 23,149 ▲ 70 0

保険料等
収入

変額年金等の最低
保証に係る責任準
備金繰入・戻入

19社計
（注１）

▲ 167

57.5Pt0 0 ▲ 837 ▲ 646 739,045 ▲ 29,279 21,325 1,329 6,334 750 1188.0%

（注５） 第一生命は、平成28年10月1日に持株会社体制に移行。
          平成29年３月期の業績は、比較可能性を考慮し、旧第一生命の上半期業績と現第一生命の下半期業績を単純合算したベースで記載（第一生命分割準備会社を含む）。

１．損益の状況

会社名
（注２）

基礎利益
キャピタル
損益

当期純利益
（純剰余）
（注３）

総資産 純資産
その他有価証
券含み損益

かんぽ生命
（注４）

3,771 ▲ 90 39,599 ▲ 2,765

ソルベンシー・
マージン比率

（参考）過去の主要生命保険会社合計の推移

保険料等収入 変額年金等の最低保証に係る
責任準備金繰入・戻入

29年３月期（19社計）
（注５） 33,282 312,326 ▲ 97 ▲ 2,491 13,947 3,539,526 217,101 166,107 957.4%

30年３月期（19社計） 35,560 296,636 ▲ 87 ▲ 1,243 15,053 3,593,642 229,244 175,028 959.4%

その他有価証券
含み損益

ソルベンシー・
マージン比率

基礎利益 キャピタル損益
当期純利益
（純剰余）

総資産 純資産


